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至高きには光栄神に帰し、 

地には平安降り、 

人には惠臨めり        

―ルカ伝2章14節― 

        

            

 

福
音
者
マ
ト
フ
ェ
イ
の
記
し
た
イ
イ
ス
ス
の

系
図
に
は
四
人
の
罪
あ
る
婦
人
の
名
が
出
て
き

ま
す
。
主
の
系
図
は
罪
の
血
の
流
れ
の
中
に
あ

り
ま
し
た
。
罪
を
犯
し
て
し
か
生
き
て
い
け
な

か
っ
た
人
の
苦
し
み
、
労
苦
と
重
荷
の
な
か
で

あ
え
い
で
い
た
人
た
ち
の
真
っ
直
中
に
救
い
が

始
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
人
の
弱
さ
や
醜

さ
、
そ
し
て
誘
惑
、
妬
み
や
狡
さ
の
夜
の
洞
に

生
ま
れ
、
飼
い
葉
桶
に
横
た
わ
る
姿
に
、
神
が

い
か
に
人
を
愛
し
て
降
誕
さ
れ
た
か
の
秘
儀
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

         

 

私
た
ち
の
迎
え
る
降
誕
祭
の
「
喜
び
」
は
な

に
か
を
手
に
し
て
喜
ぶ
の
で
は
な
く
、
人
生
の

伴
侶
と
し
て
常
に
「
神
が
私
た
ち
と
共
に
お
ら

れ
」
、
主
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
の
で

「
喜
び
」
は
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
す
。
生
神
女

マ
リ
ヤ
の
胎
で
成
長
さ
れ
た
よ
う
に
「
神
の

愛
」
は
人
の
魂
に
や
ど
り
成
長
し
、
ひ
と
り
一

人
に
寄
り
添
い
、
生
き
方
と
な
っ
て
真
の
「
喜

び
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
毎
年
や
っ
て
く
る
降
誕

祭
の
喜
び
は
、
「
愛
」
の
交
わ
り
に
よ
っ
て
さ

ら
に
深
ま
り
、
あ
な
た
の
胸
に
静
か
に
舞
い
降

り
る
の
で
す
。 

人
物
消
息 

―
敬
称
略
― 

 

（
２
０
１
６
年
６
月
～
２
０
１
６
年
11
月
） 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

札
幌 

オ
リ
ガ 

 

小
川
オ
リ
ガ 

 

9
月
11
日  

函
館 

キ
ー
ラ
・
メ
リ
ニ
コ
ワ 

 

7
月
23
日 

 
 
 

ガ
リ
ー
ナ
・
ゴ
ル
ブ
ノ
ワ  

7
月
23
日 

 
 
 

マ
ト
フ
ェ
イ
・
ベ
プ
リ
ク  

8
月
11
日 

 
 
 

エ
フ
レ
ム 

祢
津 

圭
蔵 

 

8
月
29
日 

 
 
 

フ
ェ
オ
ド
シ
ヤ
祢
津 

良
子 

 
 

8
月
29
日  

 
 
 

仙
台 

デ
ィ
ミ
ト
リ
イ
小
幡 

楠
城   

10
月
9
日 

白
河 

イ
リ
ナ 

 

青
木 

祥
子 

 

8
月
21
日 

 
 

 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

◆
婚
配
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
婚
配
日
］ 

函
館 

エ
フ
レ
ム 

祢
津 

圭
蔵 

 

9
月
10
日 

 
 
 

フ
ェ
オ
ド
シ
ヤ
祢
津 

良
子  

気
仙
沼
イ
オ
シ
フ 

千
葉 

仁 
 
 

6
月
11
日 

 
 
 

ソ
フ
ィ
ヤ 

伊
藤 

智
子 

仙
台 

ラ
ス
ト
コ
・
ヨ
ク
シ
モ
ビ
ッ
チ 

11
月
6
日 

 
 
 

エ
リ
ザ
ベ
ェ
タ 

高
橋
明
子 

 
 

 
 

 
※
婚
配
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

釧
路 

マ
リ
ヤ 

 

三
井
田
菊
枝  

6
月
23
日 

 
 
 

ス
テ
フ
ァ
ン
勝
水 

晋  
 
 

9
月
21
日 

 
 

 
 
 

フ
ェ
ク
ラ 

勝
水 

芳
江  
9
月
30
日  

 
 

斜
里 

ダ
リ
ヤ 

 

佐
藤 

千
代  

11
月
29
日 

札
幌 

パ
ウ
ェ
ル 

佐
羽
内
克
味  

6
月
3
日 

 
 

 

ニ
キ
タ 

 

石
井 

秀
行 

 
 

6
月
30
日 

 
 

 

ア
ン
ナ 

 

佐
羽
内
幸
子 

 

8
月
1
日 

 

 
 

 

イ
オ
ア
ン 

石
井 

正
功 

 
 

9
月
12
日 

 
 

 

ナ
デ
ジ
タ 

本
多 

順 
 
 

9
月
22
日 

 
 

 

ペ
ト
ル 

 

白
岩 

大
策 

 

9
月
28
日  

 

函
館 

イ
オ
ア
ン 

西
村 

一
栄 

 

9
月
14
日  

岩
谷
堂
イ
ヤ
コ
フ 

小
沢 

昭
二 

 

6
月
3
日  

盛 
 

イ
ヤ
コ
フ 

千
葉 

昭
二 

 

7
月
1
日  

曽
慶 

マ
リ
ヤ 

 

山
内 

ヨ
リ 

 

6
月
13
日 

上
下
堤
シ
メ
オ
ン 

浅
野 

勝
夫 

 

7
月
9
日 

涌
谷 

パ
ウ
ェ
ル 

中
川 

真
理 

 

8
月
28
日 

石
巻 

イ
オ
フ 

 

門
間 

徳
司 

 

6
月
12
日 

 
 

 

ペ
ト
ル 

 

伊
藤 

雄
史 

 

9
月
25
日 

 
 

 

マ
ト
ロ
ナ 

佐
々
木
一
枝 

 

10
月
7
日 

 
 

 

ユ
リ
ヤ 

 

伊
藤 

栄
子 

 

11
月
22
日 

仙
台 

ダ
リ
ヤ 

 

大
立
目
輝
子  

10
月
2
日 

 
 

 

ウ
ェ
ラ 

 

若
松 

恵
子 

 

10
月
3
日 

 
 

 

ア
キ
ラ 

 

古
田 

昭 
  

10
月
26
日  

白
河 

ゾ
シ
マ 

 

石
井 

永
助 

 

8
月
22
日  

中
新
田
イ
サ
イ
ヤ 

磯
野 

秀
悟 

 

8
月
27
日 

 
 

 

マ
リ
ヤ 

 

後
藤 

信
子 

 

9
月
9
日 

 
 

 

マ
リ
ヤ 

 

佐
藤
す
み
子  

11
月
15
日  

 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

 

－ 宣教献金の御礼とお願い － 

＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします 

皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は413件2,245,000円の宣教献金が寄

せられました。目標を超える御献金を賜り厚く御礼申し上げます。 

 今年も年末が近づき来年に向けて教区の宣教献金募集の時期になりまし

た。下記の要領で募集いたしますので、ご協力をお願い申し上げます。 
 

記 

■２０１６年度宣教献金額目標額  ２００万円 

■献金額   1口  ３,０００円（1口以上を目安にお願いいたします） 

■献金方法   同封の郵便振替用紙に住所、所属教会名、聖名、氏名を記入しこれまで   

         通り、最寄りの郵便局(ゆうちょ銀行)にて手続き下さい。 

■期  間  ２０１６年１２月１３日 ～ ２０１７年５月３１日 
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▲記念聖体礼儀で祝辞を述べられるセラフィム大主教座下 

▲多数の来賓を迎え盛大に行われた記念レセプション 

 

6
月
26
日
㈰
、
函
館
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会

に
於
い
て
函
館
復
活
聖
堂
建
立
百
年
の
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教

座
下
の
ご
司
祷
の
も
と
教
区
神
品
が
陪
祷
し

て
記
念
の
主
日
聖
体
礼
儀
が
行
わ
れ
た
。
大

主
教
座
下
は
祈
祷
の
最
後
に
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
函
館
正

教
会
と
ゆ
か
り
の
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
五
島
軒

に
場
所
を
移
し
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。 

 

祝
賀
会
に
は
ロ
シ
ア
連
邦
大
使
代
理
、
ロ

シ
ア
連
邦
札
幌
総
領
事
と
函
館
の
領
事
、
ロ

シ
ア
極
東
大
学
学
長
と
工
藤
函
館
市
長
が
来

賓
と
し
て
参
加
さ
れ
、
日
露
交
流
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
教
会
の
貢
献
や
大
正
5
年
に
建

立
さ
れ
た
現
二
代
目
聖
堂
が
今
や
多
く
の

人
々
に
愛
さ
れ
市
や
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の
一
層
の

発
展
を
望
む
と
い
う
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。 

 

祝
賀
会
で
参
加
者
は
ロ
シ
ア
料
理
の
立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
で
懇
談
し
、
函
館
の
聖
歌
隊
に

よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
て
お
祝
い
の
ム
ー
ド
を

盛
り
上
げ
た
。
ま
た
全
員
に
初
代
聖
堂
焼
失

か
ら
現
聖
堂
建
立
ま
で
を
ま
と
め
た
美
し
い

冊
子
と
記
念
品
が
渡
さ
れ
た
。 
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▲上武佐正教会アルティモン矢本執事長のご挨拶 

▲屋外でのバーベキューで祝賀会 

▲境内の納骨堂が修復されて成聖式が行われた 

 

10
月
9
日
㈰
、
上
武
佐
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
で
は
開
教
百
年
祭
が
行
わ
れ
た
。
一
九
一

六
年
、
上
武
佐
駅
逓
の
取
り
扱
い
人
と
な
っ

た
フ
ィ
リ
ッ
プ
伊
藤
繁
喜
が
駅
舎
に
集
ま
る

地
域
の
人
々
に
初
め
て
正
教
の
福
音
を
宣
べ

伝
え
て
今
年
で
百
年
、
こ
の
記
念
す
べ
き
機

会
に
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
10
月
8
日

㈯
、
9
日
㈰
と
イ
オ
ア
ン
高
橋
輔
祭
を
帯
同

し
て
訪
問
さ
れ
、
北
海
道
内
の
神
父
と
前
管

轄
の
ミ
ハ
イ
ル
対
中
神
父
と
共
に
記
念
聖
体

礼
儀
を
行
い
、
ま
た
改
装
さ
れ
た
納
骨
堂
を

成
聖
し
て
上
武
佐
の
永
眠
者
を
記
憶
す
る
リ

テ
ィ
ヤ
を
献
じ
ら
れ
た
。
屋
外
で
の
記
念
撮

影
後
に
は
聖
堂
で
開
教
百
周
年
の
感
謝
祈
祷

を
行
っ
た
。 

 

大
主
教
座
下
は
教
会
へ
サ
ロ
フ
の
聖
セ
ラ

フ
ィ
ム
の
聖
像
を
下
賜
さ
れ
、
サ
ロ
フ
の
森

に
似
る
上
武
佐
で
今
後
も
聖
セ
ラ
フ
ィ
ム
の

修
道
を
範
と
し
て
そ
の
信
仰
を
守
り
育
む
よ

う
励
ま
さ
れ
た
。 

 

祝
賀
会
は
屋
外
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
鮭
の

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
、
地
元
の
じ
ゃ
が
い
も

バ
タ
ー
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
行
わ
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
歓
談
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 
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▲誦経者の祝福を受けたイオシフ中川信行兄 

     

平
成
28
年
度
東
日
本
主
教
々
区
の
教
区
会
議
は
、

今
年
聖
堂
建
立
百
年
の
節
目
を
迎
え
た
函
館
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
東

北
・
北
海
道
か
ら
教
区
理
事
、
信
徒
代
議
員
が
参

集
し
、
二
日
間
の
日
程
で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ

た
。 

 

24
日
㈮
は
午
後
2
時
よ
り
教
区
理
事
会
を
開

催
。
昨
年
度
の
活
動
報
告
や
次
年
度
計
画
、
決
算

予
算
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。 

 

 

25
日
㈯
は
教
区
会
議
本
会
議
が
午
後
1
時
よ

り
始
ま
っ
た
。
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、

「
何
か
が
足
り
な
い
と
い
う
意
識
は
信
仰
に
大
切

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
何
か
を
皆
で
協
力
し
て

考
え
る
べ
き
…
教
会
は
い
つ
の
時
代
も
困
難
が
あ

る
も
の
で
あ
り
、
希
望
を
失
わ
ず
忍
耐
強
く
取
組

ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
さ
れ

た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
報
告
事
項
、
財
務
全
般
の

説
明
に
対
し
て
は
特
に
質
問
意
見
な
く
全
て
の
議

題
が
了
承
さ
れ
て
終
了
し
た
。 

 

26
日
㈰
の
主
日
聖
体
礼
儀
中
に
は
苫
小
牧
正
教

会
の
執
事
長
イ
オ
シ
フ
中
川
信
行
兄
が
誦
経
者
の

祝
福
を
受
け
ら
れ
、
新
し
い
奉
仕
者
の
誕
生
を

祝
っ
た
。 

▲信徒会館で行われた理事会(上)と教区会議(下)の様子 
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7
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰
の
両
日
に
わ
た
り
今
年

度
の
全
国
公
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

公
会
は
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座
下
の
御
訓
示
に
始

ま
り
、
宗
務
総
局
、
献
金
委
員
会
・
諸
規
則
検
討

委
員
会
の
各
種
報
告
が
行
わ
れ
、
収
支
決
算
報
告

と
予
算
案
が
審
議
さ
れ
全
て
承
認
さ
れ
た
。
ま
た

熊
本
地
震
に
関
し
て
西
日
本
主
教
教
区
宗
務
局
長

の
パ
ウ
ェ
ル
及
川
神
父
様
か
ら
教
団
の
地
震
義
援

金
募
集
に
対
す
る
御
礼
と
そ
の
後
の
被
災
地
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

 

宗
務
総
局
長
は
サ
ワ
大
浪
神
父
様
か
ら
豊
橋
正

教
会
の
イ
サ
イ
ヤ
酒
井
神
父
様
に
代
わ
り
、
人
事

で
は
二
人
の
神
学
校
卒
業
生
の
今
年
度
中
の
九

州
、
静
岡
へ
の
赴
任
が
発
表
さ
れ
た
。 

 

主
日
聖
体
礼
儀
中
に
は
ワ
シ
リ
イ
加
藤
神
父
様

が
長
司
祭
に
昇
叙
さ
れ
、
飾
り
十
字
架
と
パ
ー
リ

ツ
ァ
の
佩
用
が
祝
福
さ
れ
た
。
神
父
様
の
長
年
の

功
績
が
讃
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
教
区
に

と
っ
て
も
大
い
な
る
喜
び
と
な
っ
た
。 

▲長司祭に昇叙されたワシリイ加藤神父様とセラフィム大主教座下 

▲信徒会館で行われた公会本会議の様子 
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▼世界の独立教会の首座である総主教・ 

 府主教が司祷された主日聖体礼儀 

ロシア正教会の祝典      11/20-22 

    キリール総主教聖下70歳のお祝い 

 70歳を迎えられたロシア正教会キリール総主教聖下をお祝いする式典が11月

20日を中心に開催された。総主教に着座されてから8年が経ったキリール総主  

            教はこの間精力的に活動され、ロシア国内はもとよ 

            り全世界を巡られ、正教世界のリーダーの1人とし 

            てその存在感を表されてきた。 

             今回の祝典にはアレキサンドリヤやイエルサリム 

            の総主教聖下をはじめ、他の独立教会の首座主教た 

            ちも出席されて祝辞を述べられた。その内容はこれ 

            までの業績を労い、これからも正教世界での重要な 

            役割を担うことを願うものであった。 

             11月22日に救世主大聖堂内のホールで行われた記 

            念式典にはペルーのAPECから戻られたばかりのプー 

            チン・ロシア大統領も駆けつけられた。日本正教会 

            からはセラフィム大主教座下がダニイル府主教座下 

            の代理として参加され、祝辞とお祝いの品を届けら 

            れた。 

▲300名を超える主教品たちで埋め尽く 

 された救世主大聖堂 

▼日本正教会からの祝辞を届けられた 

 セラフィム大主教座下 

▲アメリカ正教会（O.C.A.）の 

 ティーホン府主教座下と 
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10
月
16
日
㈰
、
17
日
㈪
と
気
仙
沼
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
今
年
度
の
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
信
徒
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

5
年
前
の
大
震
災
以
後
初
め
て
甚
大
な

被
害
の
あ
っ
た
地
で
行
う
懇
親
会
と
な
っ

た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
15
日
㈯

か
ら
大
船
渡
市
盛
町
に
入
ら
れ
、
盛
正
教

会
に
て
主
日
徹
夜
祷
と
翌
日
の
聖
体
礼
儀

を
ご
司
祷
さ
れ
、
ま
た
被
災
永
眠
者
の
パ

ニ
ヒ
ダ
を
献
じ
ら
れ
た
。 

16
日
㈰
午
後
6
時
、
懇
親
会
は
初
め
に

管
轄
の
マ
ル
コ
小
池
神
父
様
、
セ
ラ
フ
ィ

ム
大
主
教
座
下
の
御
挨
拶
、
そ
し
て
気
仙

沼
正
教
会
の
執
事
長
イ
ヤ
コ
フ
千
葉
兄
の

歓
迎
の
乾
杯
で
始
ま
っ
た
。
例
年
の
よ
う

に
各
教
会
毎
に
壇
上
に
て
参
加
者
の
紹
介

と
近
況
報
告
が
行
わ
れ
な
が
ら
進
め
ら

れ
、
途
中
山
田
の
ア
ナ
ス
タ
シ
ャ
昆
姉
と

気
仙
沼
の
ル
カ
千
葉
兄
、
マ
リ
ヤ
恵
子
姉

ご
夫
妻
か
ら
震
災
と
そ
の
復
興
の
貴
重
な

話
を
い
た
だ
い
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
大

ビ
ン
ゴ
大
会
で
参
加
者
全
員
が
熱
く
盛
り

上
が
り
、
盛
正
教
会
の
マ
ル
ク
千
葉
執
事

長
の
閉
会
挨
拶
と
万
歳
三
唱
で
懇
親
会
を

閉
じ
た
。 

▲盛正教会でセラフィム大主教座下ご司祷の 

 主日聖体礼儀とパニヒダが行われた 

東北ブロック信徒懇親会 
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■北海道ブロック聖歌研修会 

 8月26日㈮-28日㈰、函館正教会において

標記研修会が開催された。道内各教会より

聖歌リーダー他約20名が集まり、聖歌実技

と5回の講義が行われた。 

■東北ブロック聖歌研修会 

 11月25日㈮-26日㈯、仙台正教会において

開催された。晩課・聖体礼儀とパニヒダの奉

事、実技の他にパニヒダに関してと、「ラフ

マニノフと正教会」の講義が行われた。 

■北海道ブロック宣教会議・教師会 

 11月19日㈯-20日㈰、小樽正教会で  

 開催。各教会の現況報告と来年の計  

  画が話し合われた。誦経者研修会 

     の内容充実も討議された。 

■東北ブロック宣教会議 

9月15日㈭午後、一関で開催。今年度の

行事の日程と内容を確認し、その他宣

教キャラバンを含めて今後の行事の 

在り方を討議した。 
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 東北ブロックの修養会は7月27日㈬、28日㈭に遠

野正教会を会場に開催。初めに会堂にて開会祈祷後

「伝承園」の古民家で遠野の民話の語りに聞き入っ

た。「かっぱ渕」へは現地のユニークなガイドさん

の案内で向かい、キュウリを餌にかっぱ釣りの体験

をした。夜はビンゴ大会、日本の正教会一周のお話

で盛り上がり、夕食には遠野名物バケツジンギスカ

ンをいただいた。翌日は乗馬体験、そしてふるさと

村にて手作りの工芸品を作成した。 

    北海道ブロックの「キャンプだホイ！

2016 in 上武佐」は7月26日㈫から28日㈭、約40名

の参加者を集めて上武佐正教会を会場に行われた。

初日は聖堂で開会祈祷、そしてバーベキュー。翌日

は裏摩周からオホーツクに抜けて網走監獄所へ。知

床へ向かう途中斜里正教会に立ち寄って峠を越えて

中標津へ戻った。夜には聖書かるた大会をニコライ

神父の解説で行った。最終日は朝食後に感想文を書

きオリジナルうちわを作成して思い出の品とした。 



11/6 釧路管轄 

帯広集会にて 

子供たちは紙芝居 

9/11 札幌正教会 

敬老の「はぎの会」婦人会のフラダンス！ 

盛岡正教会 戦災記憶の打鐘 

8/6 08:15広島原爆 

8/9  11:02長崎原爆 

8/15 12:00終戦記念 

11/3 北鹿正教会 

文化講演「イコンの読み方

～山下りんの聖像を読む」 

10/20 福島正教会 

ニキタ大寺敬二元執事長、

100歳のお祝い 幾歳も！ 

仙台正教会 

9/22-25 ウラジオストク訪問 

10/8 教会バザー開催 

 ロシア合唱団参加し大盛況 

8/11 石巻正教会 

総パニヒダと納涼会 

境内でバーベキュー 

8/14 盛正教会 

さかり大納涼会 

富くじあり、射的あり 

大いに盛り上がる 

函館正教会 

10/10 バザー開催 開会は西高吹奏楽部演奏 

11/1 全日本音楽教育研究会全国大会参加の教師参祷 
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